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社会科の教科としての性格については
，さまざまな
考え方があり
，社会科成立以来，たえず議論の的となっ
てきた
。我が国では1989年公示の学習指導要領で，
小学校低学年社会科が廃止され
，高等学校社会科が地
理歴史科と公民科に解体されたが
，社会科の性格の不
明確さもその
一因となったと言えよう。
本書の著者である金子邦秀同志社大学教授は,・「社
会科教育の意義は社会の科学的な認識を育成すること
にある
。社会科で育成される技能・能力，あるいは態
度
・価値といったものも，社会の科学的な認識を基礎
としてはじめて意味のあるものとなる
」とされ，社会
科を社会科学教育と性格付けられている
。そこで，社
会科学教育としての社会科のあり方の究明の中心的課
題となる「社会の科学的な認識の育成はいかにしたら
可能なのであろうか
」という問いに答えるために，ア
メリカ新社会科のカリキュラムの分析
・検討を行なっ
たのが本書である。その構成は，次の通りである。
序　章本研究の意義と課題
第一 　アメリカ新社会科と社会科学教育
第二章　単一社会科学型の内容構成
第三章　複合社会科学型の内容構成
第四章　統合社会科学型の内容構成
第五章　総合社会科学型の内容構成
第六章　総合社会
・自然科学型の内容構成
第七章　社会科学科内容構成の論理と問題点
終　章　アメリカ新社会科の特徴と問題点
新社会科を対象とした研究は
，既に少なからずある
が
，その多くは個別のプロジェクトの分析を通して，
新社会科の多様な性格のひとつを明らかにするもので
あった
。それに対して，本研究は，多様な新社会科諸
プロジェクトを体系的に類型化したところに特徴があ
る
。具体的には，次の５つの類型が設定されている。
単一社会科学型：単一の社会科学に基づいて，その
学問固有の概念や探究方法などを教授内容とし
，それ
によってひとつの学年や科目を構成するもの
。例とし
ては
，中等ボルト社会科が挙げられている。
複合社会科学型：複数の社会科学について，各々，個別の社会科学に基づいて，その学問固有の概念や探
究方法などを教授内容とし
，それらを集めて全体とし
て複合的にひとつの学年や科目を構成するもの
。例と
しては，ハーコート社会科学とフィールド中等社会科
が挙げられている。
統合社会科学型：複合社会科学型と同様に，相互に
独立した複数の社会科学に基づいて構成するが
，事例
とされる社会的事象のもっ統合性を重視して，その事
象にかかわる複数の社会科学の概念や探究法を教授内
容とするもの。例としては，フィールド初等社会科が
挙げられている。
総合社会科学型：特定の個別社会科学に基づくので
はなく
，どの社会にも適用できるような，人間の社会
的行動の一般的原理や学術的な概念などを教授内容と
するもので
，個別の社会科学の概念などは，その下位
に位置付く。例としては，シルバー社会科学が挙げら
れている。
総合社会・自然科学型：特定の社会科学に基づくの
ではなく
，すべての人間に適用できるような，社会科
学及び自然科学の一般原理や学際的な概念などを教授内容とするもの。例としては，ホウトン社会科が挙げ
られている。
著者によれば
，従来の類型論は社会科の教科として
の性格や教育原理を視点として行なわれていたので
，
重点の置き所の相違によって区別されており
，実は類
型同士が重なり合うことになり
，「社会諸科学をどの
ように社会科という教科の内容に構成していくかとい
う課題に新社会科がどう答えたが
」に答える類型化に
はなっていなかった
。それに対して，本書で行なわれ
た類型化の指標は
，社会諸科学の概念や方法をどのよ
うに取り入れて内容を構成しているのかである
。この
ような指標によって多様な新社会科諸プロジェクトを
分類し
，各類型を批判的に検討しているからこそ，新
社会科衰退の理由の考察まで可能となっているのであ
る
。本書は，個別事例の紹介や単純比較にとどまる
ことの多い外国研究の中にあって
，それを越える論理
実証的研究のあり方を示した好著と言えよう
。
なお
，本書は平成６年度に広島大学に提出された著
者の学位論文を刊行したものである。
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